
［凡例］

住宅の工業化 ／ 長期利用＆ストック活用 

木造 ／ 工学としての建築学 

サスティナブルデザイン ／ セルフビルド 

商品化住宅の登場 ／ 建築と情報 

構法史研究 ／ 建築家による素材・構造の実験
防災・減災 ／ 構造家の流れ 

本年表では戦後日本の住宅構法をめぐる建築家や産官学のさまざまな主
体による試みをまとめた。住宅難に直面した終戦直後の日本には量産化・
不燃化など建築家・企業・研究者・国家などの主体にとって共通課題が
あった。技術が未成熟な中でさまざまな構法の「実験」が行われ、1960
年前後はハウスメーカーが誕生し、本格的な「産業」としての住宅生産
が始まった。しかしながら、住宅需要減少したオイルショック以後、消

費社会化の中で構法は主要な関心から後退して住宅を陰ながら支える
「雛形」のようになった。90年代にはバブル崩壊やポストモダン建築の
退潮と共に、建築家の「表現」の中に素材や技術に対する関心が復権し、
2000年代以降デジタルファブリケーション・情報化・ストック活用が進
む中で、制度や産業などの大きな仕組みに介入するために改めて「再現」
可能な“構法”に挑む建築家たちが現れ始めている。
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